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南
条
小
学
校
建
設
と
子
育
て
支
援
充
実
の
骨
格
予
算

　
平
成
27
年
度
の
坂
城
町
当
初
予

算
が
、
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
統
一
地
方

選
挙
に
よ
る
町
長
・
町
議
会
議
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

義
務
的
な
経
費
や
継
続
事
業
費
を

主
体
と
す
る
骨
格
予
算
編
成
と
し

て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は

69
億
１
，
０
０
０
万
円
で
、
継
続

費
事
業
と
し
て
工
事
が
進
む
南
条

小
学
校
の
建
設
経
費
の
計
上
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
＋
15
・
１
％
、

９
億
４
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
を
増
額
と
し
た
ほ
か
、

快
適
な
住
環
境
を
整
備
す
る
下
水

道
事
業
特
別
会
計
も
増
額
し
て
お

り
、
特
別
会
計
全
体
で
は
10
・
１
％

の
増
額
と
い
う
状
況
で
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
長
や
議
員
の
選
挙
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る

場
合
、
当
初
に
政
策
的
な
判
断
が
で
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、
人
件

費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
経
常
経
費
な
ど
、
必
要
最
小

限
度
の
経
費
を
計
上
す
る
予
算
編
成
の
こ
と
。

骨格予算
とは

区 分

一 般 会 計

特 別 会 計

有 線

住 宅 資 金

国 保

下 水 道

介 護 保 険

後期高齢者

内

訳

27年度 26年度 比較
A－B＝C

増減率％
C／ B予算額 B構成比％ 構成比％

6,910,000

4,361,698

35,128

2,878

1,926,098

841,907

1,379,557

176,130

11,271,698

61.3

38.7

0.3

0.0

17.1

7.5

12.2

1.6

100.0

6,006,000

3,960,501

36,715

2,990

1,723,766

677,407

1,348,429

171,194

9,966,501

60.3

39.7

0.4

0.0

17.3

6.8

13.5

1.7

100.0

904,000

401,197

△ 1,587

△ 112

202,332

164,500

31,128

4,936

1,305,197

15.1

10.1

△ 4.3

△ 3.7

11.7

24.3

2.3

2.9

13.1合 計

（単位：千円）

予算額 A

予 算 額 集 計 表

平
成
27
年
度
予
算前年度対比 15.1％増

（９億４0０万円増）
前年度対比 15.1％増

（一般会計）予 算 額
６９億１,０００万円

前年度対比 15.1％増
（９億４0０万円増）
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27年度の主な事業（単位：千円）

総 務費　687,269（歳出に占める割合：9.9％）
スマートコミュニティ推進事業（太陽光発電システム設置補助含む）

地域づくり活動支援事業補助

町長・町議会議員選挙費 

国勢調査費（本調査） 

民 生費　1,684,732（24.5%）
臨時福祉給付金給付事業

介護保険特別会計繰出金

後期高齢者医療保険事業

障害者介護・訓練等給付事業費

児童手当

子ども医療給付事業（27 年度から入院に加え通院も中学生まで給付拡大）

衛 生費　355,229（5.1%）
乳幼児健診、予防接種事業

健康増進事業（各種健診、食育・健康づくり）

塵芥処理経費（ごみ収集、葛尾組合負担金ほか）

農 林水産業費　163,746（2.4%）
農業振興費（地域営農推進、中山間地域直接支払事業ほか）

さかきワイナリー形成事業

農地費（土地改良事業ほか）

県営かんがい排水事業（六ヶ郷用水ほか）

松くい虫防除対策事業

商 工費　485,395（7.0%）
商工振興費・中小企業対策費

コトづくりイノベーション補助金

坂城テクノセンター支援事業

鉄の展示館事業（新作日本刀展・ヱヴァンゲリヲンと日本刀展等）

土 木費　626,574（9.1%）
町道Ａ０１号線道路改良事業

橋梁修繕事業

公営住宅等総合改善事業

住宅リフォーム補助金

花と緑のまちづくり・公園管理事業

下水道事業特別会計繰出金

消 防費　216,346（3.1%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金等）

非常備消防・消防施設費（消防団、婦人消防隊活動ほか）

教 育費　1,814,868（26.3%）
児童生徒支援事業

小学校費・中学校費 ( 小中学校英語指導講師配置ほか )

南条小学校建設事業

公民館事業（分館施設整備ほか）

図書館費（図書購入費・ネットワークシステム事業ほか）

生涯学習推進事業、保健体育事業

4,674

3,100

12,452

6,582

378,481

3,000

24,500

17,642

43,873

20,048

159,993

31,663

1,391

24,087

10,900

25,356

19,250

188,000

232,315

250,300

245,321

24,500

9,564

121,069

1,328,982

12,989

27,445

14,890

96,443

22,000

20,200

3,000

24,577

300,000

175,870

40,104

平成 27年度に事業費を繰り越して、地方創生先行型事業、社会保障・税番号制度システム改修、プレミアム
商品券補助、町道Ａ０１号線道路改良事業、しなの鉄道軌道安全輸送設備等整備負担を行います。

この当初予算の詳
し い 資 料 は、町
ホームページから
ダウンロードでき
ま す の で、ご 覧 く
ださい。

http://www.town.
sakaki.nagano.jp/

（単位：千円） 

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費
合 計

27年度

99,678
687,269

1,684,732
355,229

25,414
163,746
485,395
626,574
216,346

1,814,868
740,749

10,000
6,910,000

1.4
9.9

24.5
5.1
0.4
2.4
7.0
9.1
3.1

26.3
10.7

0.1
100.0

5,084
40,322
15,464

761
130

4,640
3,470

11,568
10,096

823,983
△ 11,518

0
904,000

5.4
6.2
0.9
0.2
0.5
2.9
0.7
1.9
4.9

83.2
△ 1.5

0.0
15.1

予算額 A

目的別歳出予算内訳表（一般会計）

構成比％
比較
A－B＝C

増減率％
C／ B区 分

26年度

94,594
646,947

1,669,268
354,468

25,284
159,106
481,925
615,006
206,250
990,885
752,267

10,000
6,006,000

1.6
10.8
27.9

5.9
0.4
2.6
8.0

10.2
3.4

16.5
12.5

0.2
100.0

予算額 B 構成比％
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町
税
は
、
回
復
傾
向
の
経
済
動
向
な
ど
を

勘
案
す
る
中
で
増
収
を
見
込
み
、
個
人
町
民

税
は
０
・
５
％
、
法
人
町
民
税
は
80
・
０
％

の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、

評
価
替
え
の
結
果
を
反
映
す
る
中
で
、
２
・

２
％
の
減
を
見
込
ん
で
お
り
、
町
税
全
体
で

は
前
年
度
対
比
５
・
９
％
の
増
額
と
な
る

24
億
４
，
８
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
国
の
総
額
で
は
若
干
減

額
の
見
通
し
で
す
が
、
税
収
増
を
見
込
む
中
で
、

５
・
９
％
の
減
と
な
る
８
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
南
条

小
学
校
建
設
に
伴
う
補
助
金
な
ど
に
よ
り

４
・
９
％
の
増
加
、
繰
入
金
に
つ
い
て
も
南

条
小
学
校
建
設
に
係
る
基
金
繰
入
金
の
増
加

に
伴
い
、
１
０
９
・
５
％
の
大
幅
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
税
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
は
、

全
体
の
62
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
入
一
般
会
計

2,448,049

102,668

80,739

11,021

2

1,137,316

10,000

489,600

4,279,395

56,000

3,200

6,500

1,000

250,000

5,000

5,000

800,000

1,600

634,966

290,939

576,400

2,630,605

6,910,000

2,311,004

101,647

70,228

11,472

2

542,754

10,000

488,154

3,535,261

59,000

3,700

5,000

800

190,000

8,000

5,000

850,000

1,800

605,273

275,866

466,300

2,470,739

6,006,000

38.4

1.7

1.2

0.2

0.0

9.0

0.2

8.1

58.8

1.0

0.1

0.1

0.0

3.2

0.1

0.1

14.1

0.0

10.1

4.6

7.8

41.2

100.0

137,045

1,021

10,511

△ 451

0

594,562

0

1,446

744,134

△ 3,000

△ 500

1,500

200

60,000

△ 3,000

0

△ 50,000

△ 200

29,693

15,073

110,100

159,866

904,000

5.9

1.0

15.0

△ 3.9

0.0

109.5

0.0

0.3

21.0

△ 5.1

△ 13.5

30.0

25.0

31.6

△ 37.5

0.0

△ 5.9

△ 11.1

4.9

5.5

23.6

6.5

15.1

自

主

財

源

依

存

財

源

合 計

区 分
27年度

予算額A 予算額B 構成比％
26年度

35.4

1.5

1.2

0.2

0.0

16.5

0.1

7.1

62.0

0.8

0.0

0.1

0.0

3.6

0.1

0.1

11.6

0.0

9.2

4.2

8.3

38.0

100.0

町 税
分担金・負担金
使用料・手数料
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
小 計
地 方 譲 与 税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
町 債
小   計

（単位：千円）【歳入】自主財源と依存財源内訳表（一般会計）

分担金・負担金
1億267万円
（1.5％）

地方消費税交付金
2億5,000万円（3.6％）

地方譲与税
5,600万円（0.8％）

自動車取得税交付金ほか
2,230万円
（0.3％）

依存財源（※２）
38.0％

地方交付税
8億円

（11.6％）

町債
5億7,640万円
（8.3％）

国庫支出金
6億3,497万円
（9.2％）

町税
24億4,805万円
（35.4％）

繰入金
11億3,732万円
（16.5％）

自主財源（※１）
62.0％

使用料・手数料ほか
1億176万円
（1.5％）

※１自主財源
　　町 税 や 負 担 金

など、自前で賄
えるお金。

※２依存財源
　　国や県など、収

入 を 他 に 依 存
するお金。

県支出金
2億9,094万円
（4.2％）

地方交付税
8億円

（11.6％）

町債
5億7,640万円
（8.3％）

国庫支出金
6億3,497万円
（9.2％） 依存財源（※２）

38.0％

比較

A－B＝C

増減率％

C／B構成比％

諸収入
4億8,960万円
（7.1％）

諸収入
4億8,960万円
（7.1％）

44



　
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
最
重
点
事
業

の
南
条
小
学
校
の
建
設
と
、
継
続
事
業
と
し
て
Ａ
01

号
線
の
整
備
や
橋
梁
修
繕
事
業
に
よ
り
、
大
き
く
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件

費
は
３
・
０
％
、
扶
助
費
は
福
祉
関
係
の
給
付
増
な

ど
に
よ
り
２
・
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
の
給
付
対
象

を
、
従
来
の
入
院
に
加
え
通
院
に
つ
い
て
も
中
学
生

ま
で
拡
大
す
る
ほ
か
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
実
施
し
て

い
る
家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る
子

育
て
相
談
の
回
数
を
倍
増
し
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
子
育
て
支
援

新
制
度
に
対
応
し
た
、
保
育
園
、

児
童
館
（
児
童
ク
ラ
ブ
）
の
運
営

を
実
施
し
ま
す
。

　
教
育
面
で
は
、
先
駆
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
昨
年
４
月
に
配
置

し
た
小
学
校
の
外
国
語
指
導
講
師

を
２
名
に
増
員
し
、
保
育
園
も
含

め
て
、
よ
り
早
い
段
階
で
英
語
に

触
れ
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
英

語
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
鉄
の
展
示
館
の
特
別
企

画
展
と
し
て
、「
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ

ヲ
ン
と
日
本
刀
展
」
を
開
催
し
、

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
「
刀

匠
の
町 

坂
城
」
を
内
外
に
発
信
し

ま
す
。

　
そ
の
他
、
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
さ

か
き
を
目
指
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
り
方
な
ど
の
研
究
を
進
め

る
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
や
、
６
次

産
業
化
へ
の
展
開
を
目
指
す
坂
城
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成

事
業
な
ど
、
将
来
に
目
を
向
け
た
事
業
を
引
き
続
き

推
進
す
る
ほ
か
、
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
振
興
施

策
を
進
め
ま
す
。

　
併
せ
て
、
障
害
者
の
自
立
支
援
、
高
齢
者
医
療
、

介
護
保
険
へ
の
対
応
な
ど
、
多
様
化
す
る
福
祉
施
策

へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

2 5 年 度 決 算 状 況

歳
出
一
般
会
計

町長、議会議員
などの特別職及
び町職員などの
報酬、給与など

普通建設事業費
15億2,261万円
（22.0％）

投資的
経費
22.0％

義務的経費
37.3％

その他経費
40.7％

補助費等
8億6,673万円
（12.6％）

物件費
9億6,259万円
（14.0％）

繰出金
5億9,667万円
（8.6％）

普通建設事業費
災害復旧事業費
小 計
人 件 費
扶 助 費
公 債 費
小 計
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
積 立 金
投資・出資金
貸 付 金
繰 出 金
予 備 費
小 計

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

そ

の

他

経

費

合 計

区 分
27年度

予算額A 構成比％
1,522,614

0
1,522,614
1,171,822

663,535
740,649

2,576,006
962,590

9,752
866,733

10,639
0

355,000
596,666

10,000
2,811,380
6,910,000

22.0
0.0

22.0
17.0

9.6
10.7
37.3
14.0

0.1
12.6

0.2
0.0
5.1
8.6
0.1

40.7
100.0

820,986
0

820,986
34,430
17,485

△ 11,518
40,397
39,456

2
△ 10,326

△ 14
0
0

13,499
0

42,617
904,000

比較
A－B＝C

117.0
0.0

117.0
3.0
2.7

△ 1.5
1.6
4.3
0.0

△ 1.2
△ 0.1

0.0
0.0
2.3
0.0
1.5

15.1

増減率％
C／B

26年度
予算額B 構成比％

701,628
0

701,628
1,137,392

646,050
752,167

2,535,609
923,134

9,750
877,059

10,653
0

355,000
583,167

10,000
2,768,763
6,006,000

11.7
0.0

11.7
18.9
10.8
12.5
42.2
15.4

0.1
14.6

0.2
0.0
5.9
9.7
0.2

46.0
100.0

【歳出】性質別内訳表（一般会計） （単位：千円）

普通建設事業費
15億2,261万円
（22.0％）

道路、橋梁、公共施設
の整備に要する経費

人件費
11億7,182万円
（17.0％）

公債費
7億4,065万円
（10.7％）

扶助費
6億6,354万円
（9.6％）

借金の元金や利子の返済
に充てられるお金社会保障として医療費や障害者

支援などに充てられるお金

消耗品、備品、使用料、
委託料などの消費的な
経費

特別会計の運営等
に一般会計から支
出する経費

各種補助事業、
団体補助、負担
金などの経費

積立金ほか
3,039万円
（0.4％）

主には中小企業振興のための
中小企業振興資金預託金

補助費等
8億6,673万円
（12.6％）

物件費
9億6,259万円
（14.0％）

繰出金
5億9,667万円
（8.6％）

貸付金
3億5,500万円
（5.1％）
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・坂城町では、同居している世帯
が多く、家族のサポートによっ
て働いている状況がうかがえま
す。
・女性が意欲を持って働き続ける
ために、家庭でのパートナーの
意識改革と同時に、企業におけ
る意識改革、行政における家
事・育児支援サービスの充実な
どを望む声が多くありました。

　町では、昨年度、男女共同参画社会の実現に向けて「輝く女性パワーアッププロジェクト」と
して、さまざまな啓発や情報発信を行いました。その取組みの中で、昨年の11月から12月に、町
内の20代～40代の女性と中高生を対象に「今の暮らし、将来の夢、就職、結婚、子育て、働く女
性の支援など」についてのアンケートを実施しました。その集計結果（一部抜粋）は以下のとお
りです。若い世代の希望実現に向けて、意向などを施策に反映させていきます。

対　象　町内在住の20代、30代、40代の女性から無作為に抽出した各世代150名（計450名）
回収率　24％

正社員・職員
71％

契約・嘱託社員
5％

派遣社員
1％

フルタイム
のパート
5％

短時間の
パート
14％

自営業
1％

無回答
3％

希望の職種が
見つからない
23％

希望の待遇
で仕事が見
つからない
4％

出産予定、育児
子育て中
27％

介護・看護
している
8％

介護・看護
している
8％

自身の健康上
の理由

8％

就労の意思はない
4％

その他
8％

希望の時間帯で
見つからない

7％

家庭と仕事の
両立が難しい
11％

女性の
積極的登用
21％

能力開発・自己啓発
・専門的な資格

14％

労働時間
の短縮
6％

福利厚生
の充実
10％

男女平等賃金
5％

正規雇用への登用
3％

親族の理解・協力
8％

親族の理解・協力
8％

地域の協力
2％

育児・介護サー
ビスの充実

9％

女性自身の意識改革
1％

職場・企業側の意識改革
11％

パートナーの
理解・協力
10％

46％の方が
働きたい意
向はあるが、
諸事情によ
り働いてい
ない。

※アンケートの集計分析については、長野大学の古田睦美教授及び学生のご協力をいただきました。
※「輝く女性パワーアッププロジェクト」は、平成26年度長野県地域発元気づくり支援金を活用し実施しました。
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・結婚、子育てについては、中学生から高校生になるにつれて考え方が慎重になり、理想
と現実のギャップに困惑している様子がうかがえます。

・若い世代も子育て環境の充実や魅力のある町づくりなど、積極的な意見が多く寄せられ
ました。

特集：輝く女性パワーアッププロジェクト

◎問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　有線 88－1018

対　象　町内在住の中学生の男女412名、高校生の男女430名
回収率　中学生：坂城中学校のご協力により93％　　高校生：29％

将来、子育てしたいと思いますか。

・駅前の活性化や若い人を呼び込める町づくり
・スーパー、ショッピングモールが欲しい
・工業をもっと盛んにしてほしい
・若い人とお年寄りが住みたいと感じる町にし
たい
・生まれ育った故郷なので、いつか何らかの形
で恩返ししたい　　　　　　　　　　　など

・育児と仕事の両立が困難
・男性と比べて給料が安い
・男性は正社員になれて女性はなれない
・育児と介護は女性がするという考えが根づい
ている
・女性自身の意識改革も必要。意欲を持って働
いている人は少ないのではと感じます
・少子化と女性の雇用は対極的な課題だと思う
・女性が働くには周りの協力や理解が不可欠
　まだまだ社会、企業、パートナーの意識・理
解が不足している　　　　　　　　　　など

結婚についてどのようなイメージを持っていますか。　（①～⑤：プラスのイメージ）
①好きな人と一緒にいられる　②精神的、経済的に安定する　③子どもを持てる　④親から独立する　⑤家事を分担し暮らしが楽になる
⑥家事をするのが大変そう　⑦子育てをするのが大変そう　⑧時間やお金を自由に使えなくなる　⑨他人と家族になるのが面倒　⑩よく分からない

53.8

58.0

15.4

20.7

① ② ③ ④ ⑥ ⑦⑤ ⑨ ⑩
51.6

45.0

60.0

50.0

11.5

16.5

23.1

27.6

30.2

22.5

15.4

17.2

17.029.7

25.5

12.3

3.4

30.8

23.5

9.2

3.4

11.0

1.5

8.8

10.5

4.6

1.7

12.1

19.5

1.5

3.4

中学女子 182名

中学男子 200名

高校女子   65名

高校男子   58名

（％）

将来、結婚したいと思いますか。

中学女子

中学男子

高校女子

高校男子

（％）
67.6

60.5

61.5

39.7

8.2

10.0

16.9

12.1 44.8

20.0

28.5

23.6
① ② ③

①したい　②したいと思わない　③よく分からない ①思う　②思わない

中学女子

中学男子

高校女子

高校男子

（％）
85.7

81.0

66.2

51.7

12.6

17.5

18.5

31.0

① ②

⑧
4.9

2.5

10.8

※無回答は図示してありません。※無回答は図示してありません。

※複数回答で各々の比率を図示してあります。
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　町では、空き家の有効活用を促進するため、４月１日から「空き家バン
ク」制度を開始します。空き家バンクとは、所有する空き家の賃貸や売却を
希望する方、空き家利用を希望する方の双方が空き家バンクに登録して、空
き家の利用につなげる制度です。
　それに先立ち、交渉の円滑化や物件登録手続きでの協力などを得るため、
３月16日（月）に、町と一般社団法人長野県宅地建物取引業協会上小・更埴
支部との間で運用協定を締結しました。

契約交渉などを町が手伝ってくれますか？

空き家バンクへの登録を役場建設課へお申し込み
ください。登録には次の２種類の方法があり、物
件ごとに選択が可能です。

空き家バンク利用希望者としての登録を役場建設
課へお申し込みください。
利用登録完了後に気に入った物件があった場合、
契約交渉などを開始することができます。
登録期間　登録完了から２年間です。２年経過後

は再度申し込みが必要です。

坂城町
空き家
バンク

物件登録申込

空
き
家
利
用
希
望
者

空
き
家
所
有
者

利用申込

現地調査後
登録完了

情報提供など

宅建協会

協定

売買・賃貸借契約

（間接型）

売買・賃貸借契約

（間接型）

売買・賃貸借契約（直接型）

当事者の間で契約交渉などの
全てを行う方法直接型

間接型
契約交渉等を（一社）長野県
宅地建物取引業協会上小・更
埴支部に依頼する方法

登録完了後に、町のホームページなどを通じて空
き家情報を利用希望者へ提供します。
登録期間　登録完了から２年間です。２年経過後

は再度申し込みが必要です。

空き家バンクイメージ

情報提供を目的とした制度のため、契約交渉などに町が関与することはできません。そのため、ト
ラブルを防ぐためにも、（一社）長野県宅地建物取引業協会上小・更埴支部が契約交渉などを仲介
する間接型での物件登録をお勧めしています。

物件登録に何か制限はありますか？

道に接していない物件や、土地や建物に抵当権が設定されているもの、相続が完了していない物件
などは登録できません。

空き家バンクを利用するうえで、費用はかかりますか？

基本的には、費用はかかりません。ただし、間接型での契約交渉を希望された場合、法律に規定す
る範囲内で仲介業者への費用が発生します。

◎問い合わせ先　建設課管理係　☎82－3111（内線175）　有線88－1014

▲協定締結

※申込書類などは、町ホームページからダウンロード
するか建設課管理係へお問い合わせください。
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過去の大幅な地価上昇に伴い、大幅に評価額が上昇した土地は、税負担が急増しないよう、課税標準額
を評価額に対し一定の割合になるまで徐々に引き上げる調整措置がとられています。この調整措置によ
り、土地の評価額が下がっても課税標準額は昨年度より引き上げられ、税額が上がる場合があります。

　平成27年度固定資産税は、平成27年１月１日時点の土地・家屋・償却資産の所有者の方に納めていただきま
す（年の途中で所有権の移転があっても月割、日割にはなりません）。納税通知書は、４月中旬に発送する予定
です。課税明細書をご確認いただき、ご不明な点がございましたら、総務課税務係へお問い合わせください。

第１期　４月30日（木）
第２期　７月31日（金）
第３期　９月30日（水）
第４期　11月30日（月）

新築後３年度分の住宅分の固定資産税が軽減される特例を受けられていた
場合、特例期間の終了により、平成27年度から住宅分の固定資産税が増加
しています。
※長期優良住宅の場合は、平成21年中に新築された方が増加しています。

地価の変動などに基づき、評価額を見直しました。原則として平成27年度の評価額を３年間
据え置きますが、地価の下落により据え置くことが適当でない場合は、平成28・29年度に
評価額を修正します。

過去３年間の建築物価の変動、建築年からの経過年数による老朽化などを考慮し、評価額の
再計算を行いました。

土地

申告していただいた償却資産の取得価額から、耐用年数に応じて減価を行い、評価
額としました。

平成23年中に住宅を新築された方へ

家屋

償却資産

　４月１日（水）から、平成27年度の固定資産税課税台帳
の閲覧ができます。この台帳は、所有者ごとその所有す
る土地・家屋・償却資産が記載されており、閲覧できる
のは所有者ご本人、借地･借家人の方などです。閲覧をご
希望の方は、総務課税務係窓口で申請してください。

申請に必要なもの
・本人確認書類、印鑑
・借地・借家人の方が申請する場合は、対象となる
土地または家屋が明記された賃貸借契約書
・代理の方が申請する場合は、委任状
閲覧手数料　１件　300円
無料閲覧期間　４月１日（水）～30日（木）
※上記期間は、手数料がかからず閲覧ができます。
ただし、写しが必要な場合は、コピー代（１枚
10円）がかかります。

　坂城町の固定資産税の納税者の方は、
町内全ての土地・家屋の固定資産税評価
額を縦覧することができます。縦覧をご
希望の方は、総務課税務係窓口で申請し
てください。

申請に必要なもの
・納税通知書、本人確認書類、
印鑑
・代理の方が申請する場合は、
委任状
手数料　無料
　※写しの交付はできません
縦覧期間
　４月１日（水）～30日（木）

◎問い合わせ先　総務課税務係　☎82－3111（内線143・144）　有線88－1033・88－1034

平成23年中に住宅を新築された方へ
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農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
３
年
で
す
。

  【
投
票
日
】

　  

５
月
13
日
（
水
）

　  

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

  【
投
票
場
所
】

　  

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

  【
持
ち
物
】　
入
場
券

日
時
　
４
月
28
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

　役
場
３
階
講
堂

日
時

　５
月
８
日
（
金
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

　役
場
３
階
講
堂

①
坂
城
町
農
業
委
員
会
の
区
域
に
住

所
を
有
す
る
方
で
、
年
齢
が
満
20

歳
（
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

出
生
し
た
方
）
以
上
で
あ
る
こ
と

②
10
ａ
以
上
の
農
地
に
つ
き
、
耕

作
の
業
務
を
営
む
方
で
、
年
間

60
日
以
上
の
農
業
従
事
者
で
あ

る
こ
と
。

③
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
３

月
31
日
で
確
定
さ
れ
て
い
る
方
。

④
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
は

補
充
選
挙
人
名
簿
の
制
度
が
な

い
た
め
選
挙
日
当
日
20
歳
に
達

し
て
も
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
被
選
挙
権
（
立
候
補

資
格
）
は
有
し
ま
す
。

期
間

　５
月
９
日（
土
）〜
12
日（
火
）

時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

　役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（
役
場
総
務
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
１
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
０
７

立
候
補
予
定
者
説
明
会

期
日
前
投
票

　
町
で
は
、
大
切
な
松
林
の
緑
と
環

境
を
守
る
た
め
、
松
く
い
虫
防
除
対

策
と
し
て
守
る
べ
き
松
林
を
位
置
づ

け
、
防
災
面
か
ら
の
防
除
対
策
を
強

化
し
複
合
的
な
対
策
を
行
い
、
住
民

の
健
康
へ
の
配
慮
を
基
本
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
対
策
を
複
合
的
、
か
つ

総
合
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

・
伐
倒
駆
除

・
特
別
防
除
（
空
中
散
布
）

・
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
散
布

・
空
中
散
布
に
係
る
気
中
濃
度
・
河
川

水
質
な
ど
の
農
薬
安
全
確
認
調
査

・
樹
幹
注
入

・
枯
損
木
処
理
及
び
被
害
木
の
除
去

・
県
関
係
機
関
と
連
携
し
た
治
山
事

業
の
推
進

・
樹
種
転
換
及
び
ア
カ
マ
ツ
植
樹
の

取
り
組
み

　
特
に
、
風
致
地
区
で
あ
り
、
か
つ

急
峻
で
伐
倒
駆
除
な
ど
の
人
の
手
で

駆
除
あ
る
い
は
予
防
が
困
難
な
場
所

（
自
在
山
及
び
葛
尾
山
風
致
地
区
）

に
お
い
て
は
、
今
年
度
も
空
中
散
布

の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
葛
尾
山
風
致
地
区
（
苅
屋

原
）
で
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
散
布
も
行
う
予
定
で
す
。

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
に
係
る
実
施

方
法
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
17
日
（
金
）
午
後
７
時

会
場
　
役
場
３
階
講
堂

　
健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る
方

は
、「
空
中
散
布
に
関
す
る
申
出
書
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
出
書

は
産
業
振
興
課
窓
口
へ
お
申
し
付
け

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

提
出
期
限
　
４
月
28
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

３
１
３
８
　

　
Ｅ
メ
ー
ル

　norin@
tow

n.sakaki.nagano.jp

『
松
く
い
虫
防
除
対
策
』
説
明
会

『
松
く
い
虫
防
除
対
策
』
説
明
会

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る
方

は
申
出
書
の
提
出
を

立
候
補
の
届
出
日

選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
委
員
の
数

　11
名

委
員
の
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
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平 成 2 7 年 度 坂 城 町Made in Sakaki

をめざして

分団名
第１分団
第２分団
第３分団
第４分団
第５分団
第６分団

分団長
重倉直也
山極卓弥
山﨑　博
丸山直人
中沢淳也
尾﨑製吾

担当地区
鼠・新地
金井
入横尾・泉・町横尾
中之条
四ツ屋・御所沢・田町・戌久保
南日名・北日名・和平

分団名
第７分団
第８分団
第９分団
第 10 分団
第 11 分団
ラッパ分団

分団長
澤﨑　太
松本勝巳
宮澤和樹
滝沢敏之
浅賀光雄
原山純一

担当地区
横町・立町・込山・旭ヶ丘
日名沢・大宮・新町・坂端・苅屋原
網掛・小網・月見
上五明
上平
本部付

平 成 2 7 年 度 坂 城 町 消 防 団 分 団 長 〈敬称略〉

補 助
対象者

補助対象事業

補助金額・補助率

補助期間

提出書類

・町内に主たる事務局を有し、町内中小企業者が半数以上を占めるグループまたは団体
・町内中小企業者を代表企業とし、中小企業者、大企業、大学、研究機関などが複数
集まって構成するグループ

中小企業 中小企業法で規定する中小企業者で、町内に主たる事業所を有する中小企業者

企業
グループ

・町内ニーズに対応した新製品開発などに取り組む事業
・町内資源を活用した新製品開発などに取り組む事業

限度額100万円で、補助対象経費の２分の１以内

平成28年３月31日まで

町ホームページからダウンロードしていただくか、役場産業振興課へご請求ください

　町では、これまでの「ものづくり」に、「創られたモノによって人や地域にどのような豊かさ
や価値が与えられるか」という視点を加えた新たな「コトづくり」への転換を図り、町内に集
積する様々な技術や知識を活かした新たな価値創造による新製品開発などを支援します。

◎申込・問い合わせ先　産業振興課商工観光係　☎82－3111（内線 153） 　有線 88－1039

新分団長を紹介します

募 集 期 間

　３月19日（木）、役場講堂において、平成
27年度の消防団任命式が行われ、新しい分
団長、副分団長、班長の皆さんと、新入団
員の皆さんが、松本団長から任命を受けま
した。
　各分団とも新体制のもと、住民の安心・
安全な生活を守るため活動を進めていきま
す。地域のために頑張る消防団を応援しま
しょう。
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　町では、子育て支援の充実を図るため、小学生までとしていた通院分（外来）
の福祉医療費支給範囲を平成27年４月から「中学生」まで拡大します。

通院分 小学生まで

中学生まで

平成27年３月診療分まで

入院分

通院分
入院分

中学生
まで

平成27年４月１日から

福祉医療費の支給範囲

・給付の対象となるのは保険診療分で、入院時食事療養費及び生活療養費に係る標準負担額は対象外とな
ります。
・すでに入院のみの受給者証をお持ちの方には、新しい受給者証を３月下旬に送付しています。
・４月１日以降、医療機関（薬局）で受診される際は、新しい受給者証を保険証と一緒に窓口へ提示して
ください。
・対象となる子どもの加入健康保険と福祉医療費の振込口座についての変更などがある場合は、お早めに
福祉健康課までご連絡をお願いします。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

喪
失
の
届
出
が
遅
れ
る
と

保
険
切
替
え
手
続
き
中
の

受
診
に
つ
い
て

親
元
を
離
れ
て
就
学
す
る

場
合

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線 133）　有線 88－1029

　届
出
日
で
は
な
く
、
加
入
資
格

が
発
生
し
た
日
（
転
入
日
ま
た
は

社
会
保
険
資
格
喪
失
日
な
ど
）
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
、
保
険
税
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

保
険
証
が
な
い
と
、
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

【
国
保
加
入
に
必
要
な
も
の
】

・
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
等

　（
離
職
票
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
印
鑑

　社
保
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
、

国
保
に
届
出
が
な
い
と
、
喪
失
状

況
が
分
か
ら
ず
、
保
険
税
の
課
税

が
続
き
ま
す
。

【
国
保
喪
失
に
必
要
な
も
の
】

・
新
し
い
社
保
等
の
保
険
証
ま
た

は
資
格
取
得
証
明
書
等

・
国
保
の
保
険
証

・
印
鑑

　社
保
等
に
加
入
し
た
際
の
「
加

入
日
」
は
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

社
保
保
険
証
が
「
届
い
た
日
」
で

は
な
く
、
保
険
証
に
記
載
さ
れ
た

「
資
格
取
得
年
月
日
」
で
す
。
国
保

の
資
格
喪
失
は
、
社
保
等
の
資
格

取
得
年
月
日
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
切
替
え
手
続
き
の
間
に
医

療
機
関
で
受
診
す
る
際
は
、
必
ず

医
療
機
関
に
手
続
き
中
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
社
保
資

格
取
得
日
以
降
に
国
保
の
保
険
証

で
受
診
し
た
場
合
、
国
保
で
負
担

し
た
医
療
費
は
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　就
学
の
た
め
に
坂
城
町
以
外
に

住
む
（
転
出
し
た
）
場
合
は
、
申

請
す
る
と
学
生
用
の
保
険
証
（ 

学 

保
険
証
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
在
学
証
明
書
（
合
格
通
知
な
ど
）

・
印
鑑

　国
民
健
康
保
険
（
以
下…

国
保
）
に
加
入
す
る
と
き
や
、
や
め
る

と
き
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
保
か
ら
社
会
保
険
（
以
下

…

社
保
）
へ
の
異
動
、
社
保
か
ら
国
保
へ
の
異
動
は
、
早
め
に
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82 ー 3111（内線 136）　有線 88 ー 1028
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◎問い合わせ先　建設課下水道係　☎82－3111（内線 170・179） 　有線 88－1016

　長年の懸案事項でありました小網地区に配水管が布設され、これにより町内の布設計画区域の全域で県営
水道をご利用いただける環境が整いました。
　町の上水道は、昭和34年（1959年）に完成し町営水道として給水を開始しましたが、昭和40年（1965
年）には、更なる公衆衛生の向上や安定的な供給を図るため、千曲川沿岸地域の市町で県に働きかけを行
い、長野県企業局へ移管されました。
　現在は、県営水道として皆さんの生活を支えており、町も普及を支援しています。

至 長野 至 上田至 上田

主要地方道長野上田線

鼠橋運動公園

鼠
橋

上田坂城バイパス

小網地区の県営水道整備区域（濃い色がかかっている地域）

小網地区に
県営水道の配水管が整備されました

町民生活や町の活動を支え、町の発展に寄与する県営水道

　
毎
年
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
千
曲
川
の

環
境
美
化
の
た
め
、
大
勢
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　４
月
19
日
（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
〜
９
時

　
　
　（
受
付
６
時
45
分
）

　
　
　※

雨
天
中
止

集
合
場
所

・
埴
科
頭
首
工

・
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
駐
車
場

　
（
河
川
敷
内
）

・
鼠
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

※

ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

持
ち
物
・
服
装

軍
手
な
ど
を
持
参
い
た
だ
き
、
作

業
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
５

道
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子ども茶の湯教室開催
日本の伝統文化「お茶」を体験！

　３月７日（土）、文化の館で、子ども茶の湯教
室が開催され、20名が参加しました。
　この教室では、裏千家淡流会の山崎宗令さん
他講師の先生から、座り方、礼の仕方、歩き
方、戸の開け閉め、お菓子の食べ方、抹茶の飲
み方、抹茶の点て方など、茶道の基本を教わり
ました。子どもたちは、緊張した面持ちで先生
の指導を聞き、最後に行われた茶会では、作法
をおさらいしながら、おいしくお茶をいただき
ました。

　２
月
21
日
（
土
）、
び
ん
ぐ
し

湯
さ
ん
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー  

〜
ワ
イ
ン
を
知
れ
ば
世
界
が
広
が

る
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
さ
か
き
ワ

イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
の
推
進
を
図

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ワ
イ
ン
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　講
師
は
、
坂
城
町
出
身
の
シ
ニ

ア
ソ
ム
リ
エ
で
、Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ  

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
応
援
団
運
営
委
員
会
代

表
の
成
澤
篤
人
さ
ん
（
長
野
市
「
オ

ス
テ
リ
ア
・
ガ
ッ
ト
」
オ
ー
ナ
ー
）

で
す
。

　当
日
は
、
坂
城
の
巨
峰
ワ
イ
ン

の
ほ
か
近
隣
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ

ン
と
、
オ
ス
テ
リ
ア
・
ガ
ッ
ト
が

提
供
す
る
坂
城
の
素
材
を
活
か
し

た
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
を
用
意
。
成

澤
さ
ん
は
、
ワ
イ
ン
の
基
本
的
な

知
識
や
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想

を
説
明
し
な
が
ら
、
そ
の
味
わ
い

方
と
料
理
と
の
相
性
に
つ
い
て
、

わ
か
り
易
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　参
加
さ
れ
た
30
名
の
皆
さ
ん

は
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
と
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
聴
講
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　町では、さかき千曲川バラ公園におい
て、高齢者や車イスの方などが安全に通
行できるよう園路の整備をするほか、入
口アーチの改修、新しい花壇の設置など
を行っています。
　また、ばら祭りにきれいな花をご覧い
ただけるようボランティア団体「薔薇人
の会」の皆さんに、バラの剪定や補植な
どの作業にご協力をいただいています。
　第10回ばら祭りは、５月30日（土）～
６月14日（日）まで開催されます。大勢の
方に楽しんでいただけるよう準備を進め
ていますので、ぜひご来園ください。

さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

第
10
回
ば
ら
祭
り
に
向
け
て

ワインを知れば世界が広がる

成澤篤人さんによるカジュアルワインセミナーシ ニ ア
ソムリエ

バ ラ ー ド

◀
成
澤
篤
人
さ
ん
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南
条
小
学
校
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
の
活
動

　
２
月
16
日
、
ぼ
く
た
ち
は
南
条
小
学
校
リ
サ
イ
ク

ル
委
員
会
を
代
表
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ

か
き
美
山
園
に
洗
剤
と
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
の
め
あ
て
は
、
「

美
山
園
の

皆
さ
ん
や
学
校
の
み
ん
な
の
た
め
に
協
力
し
て
ア
ル

ミ
缶
・
牛
乳
パ
ッ
ク
を
集
め
よ
う
」
で
す
。
今
年
は
、

「

ア
ル
ミ
缶
積
み
上
げ
大
会
」
「

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
」
「

牛
乳
パ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
」
「

牛

乳
パ
ッ
ク
ボ
ウ
リ
ン
グ
」「
ア
ル
ミ
缶
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
や
っ
た
た
め
、
一
年
間
で
約
３
０
０
㎏
近
く
も
の

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ア

ル
ミ
缶
か
ら
得
た
収
益
で
今
年
も
施
設
の
皆
さ
ん
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
後
輩
の
皆
さ
ん
に
受

け
つ
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会

 

委
員
長
　
　
西
牧
幸
太

 

副
委
員
長
　
小
西
沙
幸

 

書
記
　
　
　
島
田
波
來

（※）アンケート結果については、6、7ページを参照。

輝く女性パワーアッププロジェクト

「輝く女性」応援座談会　３月11日（水）、老人福祉センター
夢の湯で、音訳ボランティアサー
クル おとわの会が、理学療法士で
視覚に障がいを持つ古川正雄さん
を講師にお招きし、講演会を開催
しました。
　演題は「全盲の人生  ～その見え
ない目で見えるもの～」。古川さん
は、視覚障がいにより、さまざまな
苦労や困難がありましたが、それら
に打ち勝つために、理学療法士とし
て職務を全うすること、周囲の人と
上手に付き合うことなど、人生を歩
むうえで心がけてきたことを語られ
ました。
　聴講された皆さんは、古川さんの
激動の人生に触れ、「小さな気配り
や小さな行動の大切さ」を学ばれた
様子でした。

古
川
正
雄
さ
ん 

全
盲
の
人
生
を
語
る

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル 

お
と
わ
の
会
講
演
会

　２月14日（土）、文化センターで、輝く女性パ
ワーアッププロジェクト「輝く女性応援座談会 
～考えよう、夢・仕事・いきがい～」が、長野
県地域発元気づくり支援金を活用して開催され
ました。
　座長には長野大学環境ツーリズム学部の古田
睦美教授をお迎えし、町が昨年秋に町内の中高
生と20代～40代の女性を対象に実施した「将来
の夢、就職、結婚、子育て、働く女性の支援な
ど」についてのアンケート結果（※）をもとに
ワークショップ方式で座談会を行いました。
　参加された皆さんは、中高生の男女の意識の
違いや、家事・育児への夫の協力、子育て支援
策などについて話し合い、小児医療や雑貨など
の製作・販売スペースなどについて、貴重なご
意見をいただきました。

さかき美山園にてさかき美山園にて
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納
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
及
び
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。
４
月
分
の
口
座

振
替
は
、
４
月
30
日
（
木
）
に
指

定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、

振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
全
期
前
納
で
口
座
振
替

を
さ
れ
て
い
る
場
合
、
４
月
30
日

に
振
替
が
で
き
な
い
と
、
再
振
替

時
か
ら
自
動
的
に
期
別
納
入
に
変

わ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、４
月
20
日
（
月
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
新
年
度
を
迎
え
、
暖
か
く
な
り
、

何
か
と
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な

る
時
期
で
す
。

　「
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
」
を

目
指
し
、
警
察
、
関
係
機
関
・
団

体
及
び
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
春
の
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
運
動
期
間
中
、
各
地
区

の
防
犯
指
導
員
さ
ん
が
、
地
域
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
　
４
月
21
日
〜
30
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
４

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
ご
夫

婦
に
対
し
、
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
（
27
年
４
月
〜
28

年
３
月
）
治
療
分
の
助
成
金
の
申

請
を
４
月
か
ら
受
付
け
ま
す
。
助

成
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
に
あ
た
り
、
医
療

機
関
・
薬
局
の
領
収
書
の
添
付
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
す

る
ま
で
の
間
、
保
管
を
お
願
い
し

ま
す
。

助
成
金
額

保
険
適
用
に
な
ら
な
い
医
療
費

の
２
分
の
１
で
、
限
度
額
は
１

年
度
10
万
円

申
請
期
限
　
平
成
28
年
３
月
末
日

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　
坂
城
町
商
工
会
で
は
、
平
成
27

年
６
月
（
予
定
）
に
、
地
域
経
済

の
振
興
と
消
費
者
の
生
活
支
援
の

た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

発
行
し
ま
す
。

　
商
工
会
会
員
以
外
の
町
内
事
業

所
で
取
扱
い
を
希
望
さ
れ
る
事
業

所
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
27
日（
月
）

商
品
券
の
有
効
期
間

　
発
行
か
ら
６
か
月
間

換
金
方
法

　
坂
城
町
商
工
会
指
定
の
方
法
に

よ
り
ま
す（
商
工
会
会
員
以
外
の

方
は
換
金
手
数
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
坂
城
町
商
工
会

    

☎
・
有
線
８
２―

３
３
５
１

・
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
９

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
循

環
バ
ス
の
運
行
時
刻
及
び
運
行
経

路
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
広
報
４
月
号
と
一
緒
に
配

布
し
た
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
信
州
観
光
バ
ス
坂
城
営
業
所

　
（
坂
城
駅
前
観
光
案
内
所
）

　
☎
・
有
線
８
１―

２
１
２
１

・
建
設
課 

都
市
・
公
園
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
８
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
５

　
国
税
局
や
税
務
署
で
働
く
国
税

専
門
官
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

28
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

申
込
方
法

・【
原
則
】
次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
　http://w

w
w

.jinji-shiken.go.

　
　jp/juken.htm

l

　
受
付
期
間

　
　
４
月
１
日
午
前
９
時
〜
13
日

・【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
で
き

な
い
場
合
】
郵
送
ま
た
は
持
参

提
出
先
　
希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
ま

た
は
沖
縄
国
税
事
務
所

　
受
付
期
間
　
４
月
１
日
・
２
日

　※

４
月
２
日
ま
で
の
消
印
有
効

第
１
次
試
験
日
　
６
月
７
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

固
定
資
産
税（
全
期
・
第
１
期
）

納
期
限
は
４
月
30
日（
木
）

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています
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県
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
及
び

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
つ
い
て
の

相
談
を
、
電
話
で
24
時
間
受
付
け

る
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ

の
受
付
電
話
番
号
が
４
月
１
日
か

ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
電
話
番
号

　
☎
０
２
６―

２
１
９―

２
４
１
３

◎
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県  

県
民
文
化
部
こ
ど
も
・

家
庭
課  

こ
ど
も
福
祉
係

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
０
９
９

　河
川
に
関
す
る
意
見
や
地
域
の

情
報
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
満
20
歳
以
上
で
、千
曲

川
・
犀
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

河
川
愛
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

業
務
内
容
　
千
曲
川
・
犀
川
に
関
す

る
意
見
、モ
ニ
タ
ー
自
身
の
河
川

愛
護
に
関
す
る
活
動
の
報
告
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
、

そ
の
他
を
最
低
月
１
回
報
告

任
期
　
平
成
27
年
７
月
１
日
〜

　
　
　
平
成
28
年
６
月
30
日

募
集
人
数
　
若
干
名

報
酬
　
月
額  

４
５
８
０
円
程
度

応
募
締
切
　
５
月
22
日
（
金
）

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
川
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

７
７
６
８

　坂
城
男
女
共
同
み
ん
な
の
会
で

は
、「
働
く
女
性
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
４
月
11
日（
土
）午
後
２
時

場
所
　
坂
城
町
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
（
坂
城
駅
北
側  

Ｂ
・

Ｉ
プ
ラ
ザ
さ
か
き
隣
）

講
師
　
樋
口
き
み
子
さ
ん
（
日
精
樹

脂
工
業
株
式
会
社  

人
事
部
課
長
）

演
題

　「当
社
の
女
性
活
用
の
取
組
」

入
場
料
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
隣
保
館

　
☎
・
有
線
８
２―

６
６
０
３

　
長
野
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い

者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
30
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
長
野
市
営
長
野
運
動
公
園

　
　
　
犀
川
第
一
運
動
場

競
技
種
目
　

【
個
人
競
技
】

50
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
１
５

０
０
ｍ
走
、
車
椅
子
１
０
０
ｍ
走
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
な
ど

【
団
体
競
技
】

２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど

※

そ
の
他
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
４
月
17
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

　
新
緑
の
木
漏
れ
日
の
中
で
、
日

本
の
伝
統
的
な
文
化
を
体
験
す
る

「
文
化
の
館  

春
の
合
同
茶
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
作
法
に
つ

い
て
も
や
さ
し
く
手
ほ
ど
き
し
ま

す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
29
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
文
化
の
館  

茶
室
及
び
野
点
場

内
容
　
本
席  
裏
千
家

　
　
　
野
点
席  
表
千
家

参
加
費
　
前
売
り
券  
１
０
０
０
円

　
　
　
　
当
日
券
　  
１
２
０
０
円

※

前
売
り
券
は
、
生
涯
学
習
係
（
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）
及
び
坂
城
町

茶
道
協
会
に
て
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
・
有
線
８
２―

２
０
６
９

　
歌
や
リ
ズ
ム
遊
び
を
通
じ
て
、

身
体
的
・
感
覚
的
・
知
的
に
優
れ

た
子
ど
も
を
育
て
る
楽
し
い
教
室

で
す
。
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
平
成
27
年
５
月
13
日
か
ら

　
　
　
平
成
28
年
２
月
24
日
ま
で

　
　
　
毎
週
水
曜
日
（
年
間
38
回
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
会
議
室

指
導
者
　
中
沢
敏
江
さ
ん

参
加
費
　
８
０
０
０
円

対
象
　
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
・
有
線
８
２―

６
６
３
７

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な

キ
ッ
ズ
大
集
合
！
友
だ
ち
と
一
緒

に
体
育
館
で
軽
い
運
動
や
、
楽
し

い
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
仲
良
く
ス

ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
平
成
27
年
５
月
13
日
か
ら

　
　
　
平
成
28
年
３
月
９
日
ま
で

　
　
　
毎
週
水
曜
日
（
年
間
30
回
）

　
　
　
午
後
４
時
30
時
〜
５
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

体
育
館

指
導
者
　
依
田
淑
子
さ
ん

　
　
　
　（
長
野
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
）

参
加
費
　
１
５
０
０
０
円

対
象
　
３
〜
５
歳
児

定
員
　
30
名
（
３
歳
児
は
若
干
名

と
な
り
ま
す
）

申
込
　
４
月
８
日
（
水
）
か
ら
受
付

け
ま
す
の
で
、
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
・
有
線
８
２―

６
３
４
９

　
よ
し
だ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
吉

田
智
彦
先
生
の
ご
協
力
に
よ
り
、

「
第
１
期
い
き
い
き
水
中
健
康
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
陸
上
で
の

運
動
に
比
べ
て
、
身
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
水
中
運
動
で
、
気
軽
に

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
４
月
７
日
〜
６
月
17
日

　
　
　
火
曜
日
９
回
、水
曜
日
１
回

　
　
　
全
10
回
コ
ー
ス

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※

１
・
10
回
目
は
午
後
１
時
〜
３
時

内
容
　
健
康
相
談
・
講
演
・
水
中
運
動

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※

要
別
途
入
館
料
５
０
０
円

申
込
締
切
　
４
月
５
日
（
日
）

定
員
　
25
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館

　
☎
・
有
線
８
１―

７
０
０
０

（
24
時
間
い
い
さ
）
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　私
は
、
平
成
27
年
度
、
南
条
小
学
校
児
童
会
長

で
す
。
私
は
、「
毎
日
通
い
た
く
な
る
よ
う
な
明

る
く
楽
し
い
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ふ
た
つ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ひ
と
つ
め
は
、あ
い
さ
つ
で
す
。一
日
の
ス
タ
ー

ト
を
き
る
の
は
、
や
は
り
あ
い
さ
つ
で
す
。
そ
の

あ
い
さ
つ
を
明
る
く
元
気
に
で
き
れ
ば
、
そ
の
一

日
も
明
る
く
元
気
な
一
日
に
な
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
ま
た
、
友
達
や
家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

方
や
他
の
学
年
の
人
な
ど
に
も
、
当
た
り
前
に
あ

い
さ
つ
を
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ふ
た
つ
め
は
、
掃
除
で

す
。
私
達
は
、
今
年
新
校

舎
へ
引
っ
越
し
ま
す
。
な

の
で
、
今
の
校
舎
を
今
ま

で
使
っ
て
き
た
人
の
分
ま

で
感
謝
し
て
す
み
ず
み
ま

で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
こ
と
を
、

各
委
員
会
と
協
力
し

て
一
人
ひ
と
り
が
気

を
つ
け
ら
れ
る
取
り

組
み
な
ど
を
、
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
掃
除
以
外
に
も
あ
て
は

ま
る
こ
と
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
、
当
た
り
前
の
こ
と
以
上
も
当
た
り
前
に
で

き
た
ら
、
よ
り
よ
い
学
校
を
目
指
し
て
い
け
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
目

を
見
て
明
る
く
誰
に
で
も
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
や
、

掃
除
は
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
す
み
ず
み

ま
で
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
無
言
で
行
う
な
ど
、

よ
り
上
を
目
指
せ
る
よ
う
な
呼
び
か
け
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
を
実
行
し
て
、
目
指
す
学
校
を
つ

く
り
、
南
条
小
学
校
の
伝
統
を
受
け
つ
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線 82-2008

南条小学校　６年　斎藤ひかる
「毎日通いたくなる学校に」

地域の子どもは
地域で守り、育てる

塩

濃口しょうゆ

ウスターソース

赤みそ

白みそ

マヨネーズ

コンソメ

ひとつまみ
小さじ１杯
大さじ１杯
小さじ１杯（6g）
大さじ１杯（18g）
小さじ１杯（6g）
大さじ１杯（18g）
小さじ１杯（6g）
大さじ１杯（18g）
小さじ１杯（6g）
大さじ１杯（18g）
小さじ１杯（4g）
大さじ１杯（12g）
固形１個（4g）

調味料の食塩相当量は…
食塩相当量
0.5g
6.0g
18.0g
0.9g
2.6g
0.5g
1.5g
0.8g
2.3g
0.4g
1.1g
0.1g
0.3g
1.7g

量種類
１日の塩分摂取量は…

女性：7.5g 未満　男性：9.0g 未満

塩分を過剰に摂取

血液中のナトリウム量が増える

血液の浸透圧を一定に保つため、血液中
の水分量を増やす

血液量が増える

血管壁にかかる圧力が強くなる

血圧が上がる !

高血圧になると、脳卒中や心筋梗塞など
に見舞われるケースがあります！

１日の塩分摂取量は…

　春休みから新学期にかけて
の時期は、環境の変化などか
ら、子どもたちの行動も不安
定になりがちです。万引きや
飲酒、喫煙などの不良行為や
家出が増加傾向にあります。

　少年犯罪が発生する前には
必ず前兆があります。「いけ
ない」と感じたことを見て見
ぬふりをしない、「周りの人は
見ているんだよ」と感じさせ
ることが、非行の抑止と子ど
もの成長につながります。　
　家庭、学校、行政、地域の
ボランティアの方々などが、
一体となって見守りましょう。

教室を回ってあいさつ運動
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

◇平　日　　　　　 午前９時～正午・午後２時～４時 30 分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

★保育園分室では、育児・子育てのご相談を随時お受けします。
　また、保育園栄養士の食育相談を行っています。離乳食・幼児

食・食べ方などお気軽にご相談ください。

　子育て支援センター
は、遊び、行事、子育
てグループ活動など、
多くの皆さんにご利用
いただいています。マ
マさん、育メン、育ジィ
ジ、育バァバの子育て
を応援していきます。
気軽にお越しください。
子育て支援センターの
場所は、左記の地図を
ご覧ください。

昭
和
橋

坂城

日
名

沢
川

坂城
小学校
坂城
小学校

坂城駅
坂城町
役場

坂城
大橋

田町

18

坂城
郵便局

    子育て
    支援センター

（坂城保育園２階）

田町
十王堂

実施日程　毎月  第４（２）土曜日
時　　間　午前９時 30 分～正午

　親同士で気兼ねなく話をしたり、親子の楽
しい活動で交流します。学校の先生を迎えて
勉強会や話し合いも好評です。（幼児～中学
生が対象です）

　親子の遊びやお散歩、ママのリフレッシュ
など、楽しい活動をしています。
・赤ちゃん小組･･････････････毎週水曜日
・いっぱい遊ぼうグリとグラ･･第２・４金曜
・みいつけた！･･････････････第１・３火曜
・スコーレ母親教室･･････････第２火曜

講師を囲み、子育てについてお話や勉強会
をしています。お子さん連れの参加も歓迎
です。（活動時間は午前 10 時～正午）
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４月
5 日（日）

12 日（日）

19 日（日）

26 日（日）

29 日（水）

５月
3 日（日）

4日（月）

5日（火）

6日（水）

みやばやし小児科アレルギー科
鴇沢眼科
前山歯科医院

武市医院
兒玉医院
竹内歯科医院

とぐらクリニック
千曲中央病院
榑沼歯科医院

二階堂医院
中沢内科医院
あかいけ歯科クリニック

安里医院
坂口整形外科
こみやま歯科医院

とも泌尿器科クリニック
菅谷東クリニック
稲荷山医療福祉センター
宮本歯科医院

とよき内科
中沢医院
いなりやまクリニック
大村歯科医院

村上堂大井クリニック
菅谷医院
かつの耳鼻咽喉科
たけい歯科クリニック

森本眼科クリニック
島田クリニック
岡田外科医院
近藤歯科医院

【千曲市上徳間】
【千曲市屋代】
【千曲市上徳間】

【 中 之 条 】
【千曲市寂蒔】
【千曲市稲荷山】

【千曲市戸倉】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市内川】

【千曲市磯部】
【千曲市稲荷山】
【 鼠 】

【千曲市内川】
【千曲市屋代】
【千曲市力石】

【千曲市磯部】
【千曲市粟佐】
【千曲市野高場】
【千曲市戸倉】

【千曲市磯部】
【千曲市小島】
【千曲市稲荷山】
【千曲市戸倉】

【 網 掛 】
【千曲市稲荷山】
【千曲市粟佐】
【千曲市鋳物師屋】

【千曲市内川】
【千曲市小島】
【千曲市稲荷山】
【 中 之 条 】

☎(026)261-5221
☎(026)272-0031
☎(026)276-0282

☎・有線 82-2606
☎(026)272-4300
☎(026)274-7050

☎(026)275-0405
☎(026)273-1212
☎(026)261-5005

☎(026)275-5582
☎(026)272-1013
☎ 8 1 - 3 3 7 7

☎(026)275-7800
☎(026)273-8680
☎ 8 1 - 7 0 1 1

☎(026)261-5815
☎(026)272-0493
☎(026)272-1435
☎(026)276-7030

☎(026)276-0413
☎(026)272-0131
☎(026)214-3501
☎(026)275-0066

☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)272-1024
☎(026)274-3387
☎(026)272-8000

☎(026)285-0020
☎(026)273-8788
☎(026)272-2828
☎・有線 82-5121

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

５日（日）、19 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城町役場　北側駐車場

13 日（月）、27 日（月）
午前 10 時～午後３時
坂城テクノセンター

ハローワーク
出張相談

心配ごと
相 談

10 日（金）、20 日（月）
午前９時～正午
役場第４会議室（３階）

10 日は司法書士、20 日は弁護士による法律相談を
合わせて開設。法律相談をご希望の場合は、原則前日
までに社会福祉協議会【☎・有線 82-2551】へお申し
込みください。（ただし、当日受付も可）

15 日（水） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 15 日（水） 午前９時～午後４時
役場第４会議室（３階）

相談をご希望の場合は、４月７日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線 122）有線 88-1022】へ
お申し込みください。

午後１時 30 分～４時
  8 日（水） 役場講堂（３階）
22 日（水） 役場第５会議室（３階）

障がい者（児）
相 談

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１才児健康相談

１才６か月児健康診査

対　象　児

平成26年12月生

平成26年９月生

平成26年６月生

平成26年２月生～３月生

平成25年８月生～９月生

受　付　日　時

10 日（金）午後１時

21 日（火）午前９時

22 日（水）午前９時

14 日（火）午前９時

17 日（金）午後１時

■平成 26 年２月分　155.86ｔ
■平成 27 年２月分　168.80ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

平成27年３月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,062世帯（＋14）
人　口： 15,649人    （－  1）
　男　：  7,709人　（＋  4）
　女　：  7,940人　（－  5）

件　数：　　  1件
累　計：　　  7件　（－  6）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  1人
累　計：　　11人　（－  2）

平成27年２月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比
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5 日（日）

8 日（水）

12 日（日）

14 日（火）

15 日（水）

16 日（木）

19 日（日）

22 日（水）

26 日（日）

楽しい民話

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です

こちら 119 番

川　　柳

楽しい民話

明るい消費生活

楽しい民話

宝化け物
金井　青木典子さん

確定申告がまちがっていた時
上田税務署

牛に引かれて善光寺参り
鼠　玉井かつ子さん

交通事故防止
坂城町交番　

林野火災の防止
消防署

ＪＡ文芸から
選者　中沢月人さん

きつねとくま
北日名　春日秀子さん
最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

およし狸
込山　岡田由貴子さん

町立図書館：☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

☆児童図書
・小学校低学年・家族・発達障害をもつ子・先生のための
災害に負けない防災ハンドブック

　（著：堀  清和／せせらぎ出版）
・みんなでつくっちゃった
　（作：長  新太／大日本図書）
・きっときみに届くと信じて
　（作：吉富多美　装画・挿画：須田彩加／金の星社）

が休館

日にち 番組名 内容／出演

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

午後５時 30 分

日
　
５
12
19
26

月
　
６
13
20
27

木
２
９
16
23
30

土
４
11
18
25

水
１
８
15
22
29

火
　
７
14
21
28

☆おはなし会
　４日（土）、11 日（土）、18 日（土）、25 日（土）　午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座
　７日（火）、21 日（火）　午後２時～    講師：山口静枝さん

☆一般図書
・誰も言わなかった　マラソンで絶対にしてはいけない35のこと
　（著：中野 ジェームズ 修一／講談社）
・一生リバウンドしない！　奇跡の３日片づけ
　（著：石阪京子／講談社）
・ママも安心赤ちゃんのごはん　アレルギーの悩みも解消
　（著：野田康子／芽ばえ社）

☆おすすめの本
うなぎ　一億年の謎を追う
（著：塚本勝巳／学研教育出版）

40年間うなぎの産卵場調査を続け、つい
にその場所を特定した「世界のうなぎ博
士」。彼が初めて子どもたちのために書
いたうなぎの本。どうして興味を持つよ
うになったのかから始まり、調査の様子
が詳しく書かれている。うなぎの卵を見
つけた時のドキドキ感が伝わってくる、
子どもたちにもわかりやすく書かれてい
るし、大人が読んでも十分面白い。

金
３
10
17
24

操作方法は     　・    　・９ ４ チャンネル番組

終了するときは     　・    　・９ ４ ０
チャンネル番組 ２

３
…ＦＭ長野

…ＮＨＫ・ＦＭ
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■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町役場企画政策課
　　　　　　  ☎ 0268-82-3111　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　滝沢印刷合同会社

「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください

登録型情報メール
配信サービス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp

　
３
月
16
日（
月
）、
坂
城
中
学
校

３
年
３
組
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
五

里
ヶ
峯
横
坑
ト
ン
ネ
ル
内
の
地
下

水
を
利
用
し
た
、
小
水
力
発
電
の

成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ  

〜
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
、
地
域
に

貢
献
す
る
若
者
た
ち
〜
」
と
題
し

て
活
動
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
、

生
徒
た
ち
は
事
前
学
習
で
、
火
力

発
電
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増

加
を
知
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
、町
が
進
め
る
「
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
普
及

支
援
事
業
」
を
学
び
、
地
域
に
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と

を
目
標
に
活
動
を
開
始
。
信
州
大

学
教
育
学
部
の
村
松
浩
幸
教
授
を

は
じ
め
、
お
ー
い
原
木
会
、
埴
科

精
機
（
有
）
様
な
ど
大
勢
の
方
の

ご
協
力
を
得
て
、
自
転
車
の
車
輪

と
ハ
ブ
ダ
イ
ナ
モ
を
用
い
た
発
電

機
を
作
り
、
キ
ノ
コ
の
栽
培
な
ど

を
し
て
い
る
五
里
ヶ
峯
横
坑
ト
ン

ネ
ル
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
生
徒
た
ち
が
発
電
機

を
起
動
さ
せ
る
と
、
車
輪
に
取
り

付
け
た
羽
が
水
を
受
け
て
勢
い
よ

く
回
り
出
し
、
ラ
イ
ト
が
辺
り
を

明
る
く
照
ら
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、「
車
輪
が
回
り

や
す
く
な
る
よ
う
、
羽
を
固
定
す

る
の
が
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
成

功
し
て
よ
か
っ
た
。
こ
の
灯
り
で

ト
ン
ネ
ル
内
の
作
業
が
し
や
す
く

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
感
想
を
述

べ
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
へ
の

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
活
動
は
第
13
回

Ｓ
Ｂ
Ｃ
学
校
科
学
大
賞  
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

自然エネルギーによる発電チャレンジ

坂城中３年３組が小水力発電で
地域に貢献

地域の先輩から学ぶ

坂城小６年生がキャリア教育

 

　
３
月
３
日
（
火
）、
坂
城
小
学

校
で
、
地
域
の
先
輩
や
憧
れ
の

職
業
の
方
の
話
を
聞
く
キ
ャ
リ

ア
教
育
「
地
域
の
先
輩
か
ら
学

ぼ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
卒
業
が
間
近
の
６

年
生
に
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て

生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
を
誇
り

に
思
い
、
意
欲
を
持
っ
て
巣
立
っ

て
い
け
る
よ
う
に
と
の
想
い
で

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
講
師
は
、（
株
）
大
門
製
作
所 

代
表
取
締
役
社
長  

宮
澤
興
道
さ

ん
、（
株
）西
澤
電
機
計
器
製
作

所 

代
表
取
締
役
社
長  

西
澤
孝
枝

さ
ん
、
満
泉
寺 

住
職  

齋
藤
智
是

さ
ん
、
千
曲
警
察
署 

生
活
安
全

課
巡
査  

佐
藤
真
紀
子
さ
ん
の
４

名
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

の
皆
さ
ん
の
仕
事

内
容
や
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
聞
き
、

将
来
に
向
か
っ
て

夢
や
希
望
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

げ
ん

　き

　か
い

小水力発電機

宮澤興道さん西澤孝枝さん齋藤智是さん佐藤真紀子さん
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